
議決のあらまし

QＲコードの商標は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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ら 常任委員会審査から

議論になった点について、委員長報告の要旨や
審査・調査項目を掲載

委員長報告は市議会
ホームページに掲載しています。

市議会日誌 (令和７年1月11日～４月10日)

１月17日 1月臨時市議会
総務、保健福祉・協働委員会

23日 保健福祉・協働委員会 

28日 総務、子ども・文教委員会
29日 都市・環境委員会 

30日 大都市制度・広域行政調査特別委員会、
こども未来創造調査特別委員会 

31日 保健福祉・協働、市民・産業、議会運営委員会 

17日 ２月定例市議会開会

２月12日 議会運営委員会

14日 総務、保健福祉・協働、市民・産業、都市・環境、
子ども・文教分科会協議会および同委員会協議会

20日 議会運営委員会
21日

～25日 ５会派による代表質問

26日
～27日 16人の議員による一般質問

27日 議会運営委員会
28日

～３月４日 予算特別委員会　16人の議員による質疑

５日
～６日

予算特別委員会　総務、保健福祉・協働、
市民・産業、都市・環境、子ども・文教分科会 

７日 総務、保健福祉・協働、市民・産業、都市・環境、
子ども・文教委員会 

12日 予算特別委員会 
14日 議会運営委員会
17日 ２月定例市議会閉会 
19日 大都市制度・広域行政調査特別委員会
24日 保健福祉・協働委員会 

27日 大都市制度・広域行政調査特別委員会、
国際観光・文化交流促進調査特別委員会

28日
議会運営委員会、
自治体間調整問題調査特別委員会、
こども未来創造調査特別委員会 

10日 議会運営委員会
４月７日 自治体間調整問題調査特別委員会

総務委員会

都市・環境委員会

保健福祉・協働委員会

子ども・文教委員会

（主な審査項目など）
・岡山市自転車等駐車場条例の一部を改正する条例の制
   定について
・岡山市児童遊園地条例の一部を改正する条例の制定に
   ついて　など

生活交通の維持・確保に向けて連携を強化

岡山市民の終活を支援するための条例を制定

タクシー配車アプリ導入支援事業

岡山市こどもの権利に関する条例を制定

-  備前市との連携協約に、令和７年度から新たな
    取組事項として「生活交通による公共交通ネッ
    トワークの充実」を追加  - 

-  タクシー事業者がタクシー配車アプリシステムを導
    入するための初期経費に対して支援を行う  - 

-  こどもの権利が社会全体で保障され、こどもが夢や
    希望を持ち、将来にわたって幸福な生活を送るため
    の条例を制定する  - 

-  終活支援の理念を明らかにし、市民が取り組む
    終活を支援し、施策を推進する  - 

防犯カメラと防犯灯の補助制度を大幅に拡充
-  地域の自主的な防犯活動に対する取り組みを支援
    するため、町内会等が設置する防犯カメラおよび
    防犯灯の補助制度を大幅に拡充し、集中的に設置        
    促進を図る  - 

（主な審査項目など）
・令和６年度岡山市一般会計補正予算（第８号）について
・指定管理者の指定について　など

（主な審査項目など）
・令和６年度岡山市一般会計補正予算（第８号）について
・岡山市スポーツ・文化振興基金条例の一部を改正する条
   例の制定について　など

委員 路線バス等生活交通の維持・確保に関連し、路
線バスのない犬島への公共交通について、観光
・地域振興も含んだ問題であることに留意して
対応してほしい。

（主な審査項目など）
・令和７年度包括外部監査契約の締結について　など

市 観光・交通部局と協議しながら検討していきた
い。

委員 アプリを導入することでどのような効果が見込ま
れるのか。

市 導入率が高くなることで、利用者に対するサービ
ス向上や事業者の経営効率化にもつながる。

委員 条例の岡山市らしさ、アピールポイントは。

議員 主権者であるこどもに関わっていこうという思
いから、議会の責務を規定した。また努力規定
だが、こどもの審議会等への参加を規定した。

委員 条例の独自性はどういった点か。

議員 具体的な施策や事業を明記しており、エンディ
ングノートの作成や人生会議に関する研修の開
催などが主軸となる事業の対象に、若い世代の
方々も含める点である。

（主な審査項目など）
・児童福祉施設等のＩＣＴ化推進事業について
・学校給食費負担軽減支援事業について　など

市民・産業委員会

委員 防犯灯の更新のタイミングは。

市 耐用年数は８年から10年とされており、約９割
の防犯灯がすでに耐用年数を経過しているので、
順次取替を推奨している。

国際観光・文化交流促進調査特別委員会24日

３ 2

議員提案による 3 つの政策条例を制定
令和 7 年度当初予算および 2 月補正予算を可決

　令和７年２月定例市議会に市長が提案した議案は、追加上程を含め101件（予
算案32件、条例案47件、その他22件）、議員が提案した議案は６件（条例案５件、
その他１件）でした。そのうち、令和７年度岡山市一般会計予算についてなど12
件の議案については、一部の議員から反対がありましたが、すべての議案を可決
しました。
　これにより、令和７年度当初予算額は、一般会計 4,093 億 2,304 万円余、特別
会計 1,955 億 9,596 万円余、事業会計791億 2,134 万円余を合わせた、 6,840 億
4,035 万円余となりました。
　また、令和６年度岡山市一般会計補正予算（第８号）には、物価高騰の影響を
受ける市民や事業者への支援を実施するための経費、学校施設等の長寿命化など
国土強靭化の推進に係る経費などが盛り込まれました。

高額療養費制度の上限額引上げの見直しを求める意見書

　令和７年１月17日に開会し、物価高騰の影響を特に受ける住民税非課税世帯に対し、給付金を支給するための経費について編
成した令和６年度岡山市一般会計補正予算（第７号）の議案を全会一致で原案可決し、その他１件の議案に同意し閉会しました。
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不採択とした陳情（７件）
陳情第１号、陳情第２号、陳情第３号、陳情第４号、陳情第５号、陳情第６号、陳情第９号　

採択した陳情（２件）
令和６年陳情第21号　すべての事業者への定額減税を求める意見書の提出について
陳情第10号　高額療養費制度の上限額引上げの見直しを求める意見書の提出について

放課後児童健全育成事業　　　　　　　　 　　　　　  57億6,500万円　　　 
　保護者が労働等により昼間家庭にいない小学生に対し、授業の終了後や長期休暇中等に適切な遊びと
　生活の場を提供し、児童の健全な育成を図る。

（主な事業）

企業立地推進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　  8億2,600万円　　　 
　地域経済の活性化や雇用の創出を図るため、製造工場、物流施設、本社・中四国支店、ＩＴ・デジタルコンテンツ
　産業等の誘致や、市内既存工場の再投資・拠点強化を促進する。

定額減税補足給付金（不足額給付）　　　　    　　　   29億6,700万円
　令和６年度定額減税で減税しきれない方へ支給した当初調整給付の不足額等を支給する。　　
学校施設長寿命化事業　　　　　　　　　　　　　　   18億8,064万円　　　 
　老朽化が進んでいる学校施設について、長寿命化工事を実施する。
地域防犯対策強化事業　　　　　　　　　　　　　　     1億3,100万円　　　 
　町内会等による防犯カメラ・防犯灯の設置補助の拡充や、特殊詐欺等被害対策電話機、自動車への後付け急発進抑
　制装置の購入を支援する。

岡山市スポーツ・文化振興基金条例の一部を改正する条例
　多目的屋内施設（アリーナ）の整備を基金の設置目的に追加する。

岡山市こどもの権利に関する条例
　こどもの権利が社会全体で保障され、こどもが夢や希望を持ち、将来にわたって幸福な
　生活を送るため、こどもの権利に関し基本となる事項を定める。
岡山市民の終活を支援するための条例
　終活支援に関し基本理念を定め、市の責務および事業者ならびに市民の役割を明らかに
　するとともに、基本的施策を定める。
岡山市町内会等との協働による地域社会の活性化推進に関する条例
　町内会等に関し基本理念を定め、町内会等の維持および活動の活性化に関する基本的な
　考え方、市の責務等を明らかにし、施策の基本となる事項を定める。
岡山市議会事務局設置条例の一部を改正する条例
　議会の政策形成機能を高め、開かれた議会の実現を目指すため、岡山市議会に置く事務局の名称を議会局に改める。

陳情の議決結果
は、ＱＲコード
から、市議会ホ
ームページでご
覧ください｡

３つの政策条例につい
ては、ＱＲコードから、
市議会ホームページで
ご覧ください。

陳情の結果

予
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可決した主な議案
令和７年度岡山市一般会計予算　　

令和６年度岡山市一般会計補正予算（第８号）　

議案の議決結果、議員ごとの議案
への賛否は、ＱＲコードから、市
議会ホームページでご覧ください｡

可決した意見書

条

　
　例

議員提出議案

１月臨時市議会

企業立地を推進


